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会
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る新年度予算決ま

同意認定・31議案を可決・

3月定例市議会1
47億3.434万円
13億5，153万円

東小学校 2億5、388万円

一般会計

特別会計

ごみ焼却場 31意4，984万円など…

第164回3月定例市自民会は 3月11日招集され、冒頭正.111_長辞任により直ちにその選挙が行なわれた後、会期を24日までの14

日間と定め、市長の施政方針演鋭(内容は市報に掲載済)があり、理事者から提出の議案30件、継続畿案 1件を慎重に審蛾いたし

ました。その結果9議案を賛成多数で、 22蛾案は全会一致で、それぞ'れ原案どおり可決・認定・同意いたしました。

また、市民の皆さんから出されました摘願・陳情は別掲のとおり決め、 24日閉会いたしました。

なお、市政に対する代表・一般質問が3日間にわたって行われました。

• 
罰

な議も ，町、ー'

円。清掃車更新420万円。し尿前処理施段

建設 1億520万円。清掃センター建段3億

案
369万円。敬老会補助183万円。老人クラブ

補助418万円。老人医療費扶助 2f意342力

お

4，984万円。労働金庫預託3，∞0万円。労働
者信用基金預託500万円。農業近代化資金

利子補給336万円。カントリーエレベータ

補助ωo万円。酒米安定園設置補助 150万

円。受託かん排工事1，195万円(中休地係)。

市単土地改良工事237万円。圃場整備司匹*

補助7，657万円。県営工事負担金5，195万円。

(大幹線農道、木ノ本かん排他)。農村ヱ

業関逮捕助303万円。第二次息調陸構造改善

事業繍助3，510万円。林襲労務者対策 202

万円。特用林産物流通補助463万円(オウ

レン植イ寸3.0ha、保育13.0ha)。林道鬼

円。老人措置費9，553万円。老人健康惨断

委託104万円。母親クラブ繍助130万円。小

規模保育所補助84万円。児童手当4，911}j

円。乳児医療扶助262万円。保育所費 1億

2，622万円。私立保育所委託 1億 6，587万

円。私立保育所運営費判事助1，014万円。

母子家庭児童生徒扶助226万円。生活保護

扶助 l億3，891万円。成人病対策費 514万

円。休日鯵療補助210万円。国民健康保険

会計繰出金し222万円。葬斎場納骨堂建設

200万円。簡易水道会計繰出金468万円。不

燃物収集委託517万円。焼却炉補修 110力

V昭和52年度大野市一般会計予算

予算総額は47億3，434万円。前年度対比

で27.3%の伸び率である。

予算の主な内容は次のとおり。

，画、ー'

(歳出)

パス路線維持補助金600万円。斤舎補修工

事850万円。土地借地料3，737万円。土地開

発公社補償金4，781万円。幼児交通安全教

育61万円。交通安全対策費600万円。地下

水かん養対策費376万円。社会桶祉協組会

補助294万円。心身障害者訓練補助48万円。

身障・精諸事・老人等の家庭奉仕員報償

520万円 (5人分)。 身障者・精薄者施

段収容委託料7，434万円。身障者扶助費2，
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谷線工事1，800万円。林道維持補修工事40

0万円。広域林道法恩寺線負担金300万円。

市有林造林事鎌1.769万円。緑化大会 199

万円。 第2次林業構造改善事業補助 ::l，1

10万円 l造林施設、生産施設補助)。林喋

振興センター建設5，758万円。千本杉線林

道工事1，∞o万円。森林総合工事749!)円。

治山事業186万円。商工会強所補助 ;)12万

円。織物組合補助l∞万円。工場誘致奨励

金242万円。地下水再生施般利子補給 117

万円。中小企禦資金融資預託9，300万円、

商工中金預託500万円。県信用保証也会出

えん金140万円。城まつり委託料15的ー円。

道路維持繍修費2，238万円。道路改良工事

l億1，248万円。道路舗装工事7，790万円。

県工事負担金1，817万円。橋梁維持繍修費

220万円。橋梁改良費1，780万円(小久保橋)。

河川錐持補修費356万円。河川改良費 850

万円。 三番線舗畿工事1，380万円(新l土地

係250m)。中野犬山線改良工事400万円。

三番線改良工事1，862万円。上中野赤根線

改良工事200万円。七間線改良県工事負担

金1，140万円。駅東第2街路舗装負担金2，

818万円。駅東公園登備1，895万円。荒井公

園董備925万円。亀山公園照明灯修錨 213

万円。本町下水路改良工事5∞万円。縁橘

川下水路改良工事920万円。南部第二土地

区画調査委船00万円。大野地区消防組合

負担金l億5，518万円。阪谷小、乾側小の

飲料水、地質問査委託173万円。東小学校

校舎建築工事2億5，388万円。厳生小危険

校舎改築工事1，2ω万円。東・南小学校建

設積立金6，204万円。私立幼稚園補助 210

万円。 同和教育対策200万円。青年、婦人、

家庭、老人等の各学級開般費341万円。公

民館図..入114万円。市史編さん費 630

万円。 農林施設災害復旧費6，768万円。公

共土木施段災害復旧費2，300万円。公償責

lf葱5，085万円会ど。

(愈入)

市税11j意3，337万円。地方組与税 4.2∞))

円自動車取得税交付金5.500万円。地方交

付税121.意5，000万円。交通安全対策特別j交

付金600万円。分損金及び負担金 7，555万

円。使用料及び手数料7，834万円。国庫支

出金8億7，808万円。県支出金3j意2，711

万円。 財産収入1，373万円。寄付金 1，141

万円。 繰入金l億9，500万円。踏l収入 l億

8，071万戸。市債4億8，800万円など。

市議会報大野 日目干日52.5. 15 

議長に奥村忠光氏

副議長に平間源治氏

奥村議長 平間副自民長

3月定例市機会初日の3月11目、斉藤秀雄市機会隠長、茨山善三副鼠長が辞任、直

ちに選挙が行われ議長に奥村忠光氏、副自民長に平間源治氏が当選。また、特別委員会

委員等の組替えも行われました。

-真名川ダム・水資源対策特別委員会

。兼井 d長波 O宮本 リム

大臣室Ih、 E玉虫- 山 崎正昭

安田 武雄 杉本夏男

杉 111 栄 石田 苦手 徳

斉藤秀雄 キ本 達也

高田新1，:エ門 山本 止に

V昭和52年度大野市国民健康保険事機特

別会計予算

予算総額11j意9，594万円。前年度に比し

て11意9，051万円の矧で19%の伸び率で

ある。主な内容は医療費の改訂に刊'うも

のl億7，059万円。高額療養費に伴うもの

540万円。銭灸7 ソサ ジに伴うもの 992

万円などである。 これに充てる財源とし

て、保険税で昨年の16%増を見込み6.76

2万円、凶からの補助金l億2，585万円で、

一般会計の繰出は昨年より 643万円の減

となっている。

V大野市長等の給与に関する条例の一部

を改正する条例

市長等の給与を昭和52年4月l日から

市長は36万円を43万円に、助役は30万円

を36万円に、収入役li26万円を31万円に

教育長は22万5，∞o円を27万5，000円にそ

れぞれ引き上げを行う もの。

....会a・員の報酬および賞用弁償に関す
る条例の一部を改正する条例

議員の報酬を昭和52年4月1日から、

議長は13万円を16万円に、 扇Ij議長は11万

8，000円を14万円に、議員は11万2，000円

..会運営委員会

。林 達也 O西川文人

兼井藤 J皮 宮本 弘

十三 111 栄 米村喜六

石回善徳 山本 武

。委員長 0副委員長

を13万 2，000円にそれぞれ引き上げを行

うもの。

V昭和51年度大野市一般会計補正予算

今回の補正では 1億 2，312万円を追加

して、 46億 582万円となりました。

補正の主なものは次のとおり。

(織出)

パス路線維持補助332万円。土地開発基金

積立金256万円。財政関整基金l億 2，500

万円。納税組合奨励金414万円。大野撚糸

センター建段補助142万円など。

(織入)

市税4，781万円。地方鼠与税1，200万円。地

方交付税 1 億5 ， 518万円、使用料~び手数

料85万円。県支出金974万円。踏収入 313

万円。 市債7，670万円…などを追加し、繰

入金I億7，392万円を減額。
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答

れるものと思っていたが、全くない。今

後、市長は合併をどのように遂行してい

こうとするのか。

これから意欲的に取り組んでいきた

い。すべて物事はいろいろな条件がそろ

わないと、言うべくして実現は困難であ

号

回合併に関する何んらかの予算が計上き

29 第野大報.0. 
苫玄議市5. 15 昭和52

る。市がいったん口をきき出した以上は

後戻りは出来ない。そのチャンスを選ぶ

ことが大切である。あまり早くても難し

い問題もあり、またj出れると将来に支障

を来たす事態にもなりかねない。ょうや

〈機は熟しつつあると判断しているので

今後積極的に取り組んでいきたい。必要

な予算措置はその時期になれば当然お願

三
月
十
四
、
十
五
、
十
六

の
三
日
間
に
わ
た
り
議
案

に
対
す
る
質
疑
な
ら
び
に

代
表
・
一
般
質
問
が
行
わ

れ
、
+
名
の
方
々
が
理
事

者
に
質
問
し
、
そ
の
外
に

も
多
数
の
方
々
が
関
連
質

問
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
主
な
も
の
は
、
地
下

水
の
問
題
、
青
少
年
の
非

行
問
題
、
農
協
の
合
併
問

題
、
保
育
行
政
の
問
題
に

関
す
る
も
の
で
し
た
。

な
お
、
ニ
れ
ら
の
答
弁
に

は
市
長
の
外
関
係
課
長
が

当
た
り
ま
し
た
。

いしたい。しかし、合併はあくまでも両

農協自体であり、その意向、段取りを十

分踏まえながら仲介の労を取るべきであ

る。その段取りが出来ない間に予算化す

ることはどうかと思う。

i'f-j号、 rlJ民購買力の伸長カ、前提だと考え

ている。 商工会議所との連絡を密にして

中小企業の育成に力を入れていきたい。

上水道建設を表明

着工年度は未定

当面の対策としては中小企業振興条例を

過疎地域の施策の遅れ

積極的な取り組みを

活用して、商庖街あるいは中小企業の振

興に力を入れていきたい。保証協会への

出摘金など、金融対策の泊iからも努力し

奥越の魅力ある中核都市っくりをめ

ざす当市としては、産業用水、生活用水

の令部を地下水のみに依存することは不

問

利用度が高〈経済効果のあるところ

に重点的に投資することは当然であるが

このよ うな方針のみでは、過疎地域の施

問たい。

両農協の合併促進

積極的に取り組め

可能なことであり、好むと好まざるにか

かわらず上水道の建設を促進して、水問

題の解決をはかるべきであると考える。

市長の決意を伺いたい。

施政方針の中でも述べたように、水

策が遅れていくのではないか。

山村振興は中心の課題になってきつ答答

つあるので、第3次の山村振興指定、有大野・上庄両農協において、それぞ問問題の解決は上水道建設の方向で進めて

利な起債、補助というものを含めて積極

的に努力 したい。

れ巨費を投じてカントリーエレベーター

等の大型施設を建設しているが、これら

を有効かつ効率的に活用するためにも、

両農協の合併は必要だと考えるが、どう

ゆきたい。良質にして安定した水量を供

給するためには、上水道建設以外に方法

はない。しかし、市民の理解と協力がな

くては出来ない事業であり、 PRを先行

させ年次別計画を樹立して建設していき か。

答両農協の農業施設が増加し、基盤整 施政方針の3重点の第 1 i明るく住

みよい文化都市の建設」について、市長

問たい

着工年度目標を何年度に予定してい 備、広域農道建設も徐々に進行してきて問

は教育施設の整備、 キメ細かい福祉対策

さらには保健対策と地下水対策を取り上

いるので、広域的に農業団体を合併すべるのカ九

年次別の計画等については、今後十

げていたが、昨年来急激に増加している

青少年非行化の防止については一言も触

れていない。昨年9月の議会てもこの間

き機運にあると考える。

この際、市長は行政の責任者として

自らが乗り出し、合併の仲介の労をとる

べき時期にきている と思うが、決意の程

問

答

分煮つめていきたい。工期としては 6年

から 8年、PR期間も入れると 10年内外

はかかるのではないかと思う 。

題の重要性を取り上げた時、市長は最全

の努力を約束したが、今次の対策の片り

んもみられないのはどうしたことか、伺

を承りたい。

両農協の新しい役員も選出されるの

で、新体制のもとに合併の推進を積極的

に働きかけていきたい。

答

一一一寸

lJ竺ヤヤ竺」
いたい。

施政方針の中で新しく取り立ててこ

鉄工業者等の倒産が相次いで1いるが

中小企業の育成についてどう考えている

問

答

の問題を強調しておらないが、教育委員

会としては子供会の育成、あるいは青年

市長はその機が熟した時に合併を促

るのが寺島市政である。そのためには今

間

進をするとのことであるが、機を熟させか。

答 中小企業の振興は、市全体の景気の
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会議所においても重要視きれ、今川北海

道方面へ中ヴ:生を派遣することについて

も協力をするというご趣旨である。今後

とも出来る限りの応援をしていきたい。

有終会館等の利用も非常に活発であり、

これからも 111少年対策として学校の開放

あるいはその他の施l1U制痛を干IJ則して打l

極的に取り組んでいくべきである 青少

年の直後の補導関係についてほ、愛護セ

ンター補導員の皆さんが非常に熱心にや

っていただいている。こういう i白.接の機

関さ らに警察、ド TA、Ili民i寸l体の十干さ

ん方と連絡を密にして青少年の健全育成

に一層努力していきたい。

[一一
聞 けi民の60%以|が住んでいる市街地

の 卜の1jに真名川防災ダムが完成し湛水

を始灼ているが、万-:1也災が発生した場

合の安全維認のためどのような対策が講

ヒられているか、伺いたい。

答 この強度については真名川ダム工事

。1';務所の方に十分IIH会をして、絶対安全

であるという的証を得ている。|片iくとこ

ろによれは¥各国の学者が参加して決め

る絶対安全基準にHIJしており、ダムの建

設に当たっては手取断層も通っているの

で、綿密に調貸されているとのことであ

る。 127.5m と ~ l 常に高いアーチ式のコ

ンクリート夕、ムで、設，i!替によるとこの

地域は飛騨片l麻告とし、う音昨日に掃する地

市議会報大野

し尿くみ取りの苦情

今年は解消されるか

問 今回の当初予算でし尿処理前処理施

設およびその他の紙伐として七千数百万

円が計tされているが、果たして12月の

し尿にかかるけjJ(の苦労が解消されるの

か。また、ブロック帝1Iによる7 イナスI商

に対して、どのように行政指導を行うの

か、今後強い行政指導が期待できるのか

f，;j，、たい。

答 12Hにし尿のくみ取りが大変滞り、

市民の十干さんにご迷必をかけていること

昭和52.5. 15 

! 人権擁護委員候補者 j 
! 再推薦に同意 j 
i大門俊我 j 

(大正3.12.12生)1 

i畑叩待11号 ; 

山林労務者の後継者育成を

は大変申し 1沢けない。早速ピークを解消 問 森林行政にかける熱情ある方々によ

するためにもlti切槽の設置、 あるいは前

処用施"立、余最IJi1jil己の脱水施設等を I./j蔵

したいと計画している。

地域"，I;IJ;!JIIをとっているJlI!.111は、道路に

面しない家庭のことを考えて業者に山任

をもたせ、必らずくみ取らせるという考

えからである。しかし、皆さんから地主主

割撤廃のご意見もあり、あるいは業者の

中からもくみ取り数量の問題についてア

ンバランスがあるのではないかという意

見も聞いているので、早急に話し合って

善処したい。

毎年の保育料の値上げ

保育行政の後退ではないか

問 II({和52年度の予算に保育料の値上げ

がすでに見込まれているが、ただ単に厚

ってiiE林の実が結は、れようと しているが

その方々は老齢化きれ若い従業員が少な

い。これは山にかける当市にとって前途

がIIj;い。 rii長は森林組合に対して若い指

導者の育成をどのように指導しているか

和J"、たい。

答 大野は広大な山林面積を抱えている

地域だけに、造林を拡大し林業関係の意

欲を高めてい くためには、森林組合を育

成助長しなければならないという立場か

ら、年来努力を重ねてきたつもりである。

特にこれからはお年寄りだけでな く若い

指導者を育成すべきであると いう意見に

は全く佼成である。現在シイタケあるい

はエノキダケ等の特産物について意欲を

燃やしている若い皆きんが段々育ちつつ

ある。林業構造改善事業の実施とともに

こういう面にも力を入れていかなければ

ならない。

1tiであって、岩氏は極めてl核牢であると 生省1，1、準によ って毎年保育料を値上げし

労-22EIlfl"、ている。

監査委員選任に同意

広川 静(知機経験)

(明治36. 1. 3生)

大野市日月(向田r6番23号

高田新左エ門(.会選出)

(大正7.1. 15生)

大野市高砂田J7番11号

て、市民にその負担を強いることは福祉

および保育行政の後退と考えざるを得な

いカヘどうか。

答 今後国のf昔iif基準が変ってくると思

うが、妥当な値上げを実砲したい。もち

ろん保育料を据えt百く ことは誠に常しい

いが、そのために市の財政負担が極度に

多くなることを考慮した場合、それに耐

え得るような財政状況にはなし、。依 1-.げ

脳については極力抑制していく方針であ

るが、ある程度の妥当な値上げについて

は保護者のご理解をいただきながら実施

したい。

間 労働福祉会館建設は勤労市民積年の

願望であるが、今回の振興計画の中には

その対策は皆無である。早急に実現願い

たいと思うが、その計画を{百]いたし、。

答 市の現在の財政事情、福祉会館等の

建設過程の目標等から考えて、市は助成

をしていくという方向で進まざるを得な

い。今後労金、それから中心である地区

労の皆さん方と十分話し合って、市と し

ては助成をするという形の中で一日も早

〈建設をされるように努力したい。
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道路改良・舗装の促進 | 

市民の切実な願い | 

間 市民が一番望んでいるのは道路の改

良、舗装である。通学道路を始め生活道

路を早急に繋備すべきと考えるが、 今回

の予算は昨年並みを維持してはし、るもの

の物価上昇等を考え合わせると完全な後

退予算である。今後の予算計上に配慮願

いたいカヘどうか。

答 昨年度並みは計上したつもり てある。

その他、市としてやっているのは広域営

農団地農道、基幹農道、また土地基盤整

備事業に併せて市道の予定をしている農

道についてはあらかじめ2mの拡幅を実

施している。町部においては都市計画事

業に合せて道路の改良、区画整理事業に

合せて舗装を今年も多額の金をかけて実

施している。 市民の皆さんが痛切に要望

していることは道路の改良・舗装である

という意見については全〈同感である。

これが大きくは福祉対策につなヵ、るので、

今後とも財源の許す限り努力したい。

。
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2月臨時市議会

三三三三 委員会委員の改選 三三三三

第 163回2月臨時市議会は2月28日招集され、会期を 1日限りと定め、理事者から

提出の議案 1件を原案どおり可決し任期満了に伴う委員会委員の改選が行われました。

議案ならびに委員会委員の改選内容は次のとおり。

V昭和51年度大野市一般会計補正予算

今回の補正では し307万円を追加して

44億 8，270万円となりました。

補正の主なものは次のとおり 。

(歳出)

浮遊タンク取替工事332万円。中休かん排

受託工事474万円。除雪費500万円。などの

(愈入)

普通交付税832万円。中休かん排受託事業

収入474万円など。

。委員長 0副委員長

-総務委員会

。推井清男 O兼井 }後 j皮

金森 幸 歳 干; 111 栄

角 本 守 斉 藤 秀雄

奥 村 忠 光 。

-産業経済委員会

。山 崎正 昭 O石 蔵 一郎

大1'1原 登 西 川文人

茨 UJ善 三 高田 新在エ門

-建段委員会

。米村 喜 六 O米村 武

村 中 j青 宮本 日L

林 達也 山 本 武

-教育民生委員会

。石田善 徳 O高津靖 生

脇本義 昭 安 田 武 雄

杉本夏男 栄 正夫

平 間 i原 jti

ていないということは、商工行政に対す

る意欲の欠世如日ででいあると断ぜざるをf得早ない。

今f後主これらの機関を十二分に活用し

決算審査特別委員会の報告

する大野市商工業の発展のため総力を挙

げて取り組むよう 強〈意見が述べられた。

③ 県立大野工業高校の{借昔t地也料について

は、県の算定では米価が昭和48年度米価

に鋸え置かれているためその差額三百数

万円約%が市の持ち出しになっている。

学校設立当時のいろいろな経緯もあろう

かと思考きれるが、県、市の責任分野を

明確化する意味からも一日も早〈解消き

れるよ う強〈 理事者の働きかけを要望し

第 162回12月定例市議会において設置された決算審査特別委員会は、 2月14日

より 3月4日までの問、付託された「議案第66号昭和50年度大野市歳入・歳出決

算の鶴定について」を審査した結果、次の意見・要望を付して協定する二とに決

したので報告いたします。

の再生利用の問題、大型量販庖進出の問

題など商工行政にまつわる問題が山積し

ていたにもかかわらず、市長の諮問機関

である商工審議会に一回の諮問もなきれ

た。

① 昨年の決算審査においても指摘され

ていることであるが、 多額の不用額が生

じている。この多く は事務、 事業の不執

行に よって生じたものと解せられるが、

それらについて何んら報告もなく 、減額

補正きれることもなく、 そのまま不用額

として処理されることは、予算を定めた

議会の議決が無視されたと言わざる を得

ず、財政硬直化の折から誠に非難される

べき財政運営のあ 町方であると深〈反省

を求めた。

昭和50年度 大野市各会計決算総括表(単位 円)

② 市の商工施策が貧困である といわれ、

不況の影深〈、景気浮揚の問題、地下水

会計別 区 分

一 般 会 計

[.Jil民健康
中幸 I~ i検

思Ij 簡易水道

どz3ミh 食肉処理場

計 ヰi二
区 画 キヂ理

合 言十

予算現額

4，496，236，000 

835，440，000 

18，616，000 

1，450，000 

347，930，000 

5，699，672，000 

歳入決算額 歳出決算額 差引残額

4，503，886，856 4.390，255993 113，630，863 

869，920.315 83 2 ， 64~384 37，276，931 

19，704，495 16，906261 2，798，234 

1，425，335 1，360855 64，480 

321，237，676 290，188647 31.049，029 

5，716，174，677 5，531，355，140 184，819，537 
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|委員会の活動|
-総務委員会
付託された議案13件については、可決、

審議の過程で問題となった点は、県関係

施設用地の賃借料の取り扱いである。大

野工業高校敷地について市は坪当たり 1

.5升の年貢をその年の米価で所有者に支

払い、県は昭和48年米価で算定した賃借

料を補給金という形で市に支払いをして

いる。このため市は昭和51年には三百数

拾万円に及ぶ持ち出しをしており、年々

その金額は大きくなっている。このこと

については理事者においてもあらゆる機

会を通じて交渉を重ねているといつこと

であるが、地方財政法にもかんがみ、早

急に解消きれるようきらに強〈要望した。

-建段委員会
付託された議案5件、請願7件、陳情

1件については、請願6f牛、陳情1件を

継続審査とした外は可決・採択。

審議の過程で問題となった点は、①都

市計画事業の補助事業予算獲得について

は、専ら市長の政治手腕にかかる問題で

ある。従って市長自らが県と連絡を密に

し、中央に対して積極的に働きかけ、補

助事業予算獲得のため全力を傾注するよ

う重ねて強〈要望した。これに関連して、

七間線の街路事業が今回の予算に計上さ

れているが、説明によれば第二種改良工

事とのことであり、これでは見補助で、

第一種改良工事の補助%に比べた場合、

今後事業の継続遂行上、市の財政負担に

大きく影響するので、是非とも第一種改

良工事になるよう、積極的な働きかけを

併せて強〈要望した。②河川補修ならび

に道路の改良舗装等に対する市の姿勢に

ついて論議が集中した。まず河川補修費

の問題である。現在市は地下水節水の見

地から、道路の融雪を規制しているため

融雪溝の補修対策が望まれる。また、道

路の改良、舗装の問題であるが、市民の

道路盤備に対する要望は極めて強〈、な

かんずく通勤通学等日常生活に密、接した

道路慈備に対する要望は深刻であり、今

市鶴会報大野 昭和52.5. 15 

回の予算では住民も納得し難いものがあ ては、可決・採択。

る。当委員会はこれら河川補修費、道路

改良、舗装費の今後の大幅な増額につい

て、理事者の出席を求め6月補正に対す

る決意の程をただしたところ、趣旨に沿

うよう努力するとの答弁があったので当

委員会もこれを了とした。

-教育民生委員会
付託された議案10件、請願l件、陳情

1件については、可決・採択。

審議の過程で問題となった点は、①不

燃物収集委託について本会議でも論及さ

れたが、当委員会ても論議が集中した。

今後の管理には、いやしくも市民から批

判の出ないよう、万全を期すべきことを

強く要望した。②学校周辺の通学路で未

整備箇所が相当見'受けられるので早急に

年次計画を立てて舗装を実施すべきとの

要請がなされた。③私立幼稚園に対する

助成は年々改善がなされてはいるが、な

お公立との格差が甚しく、父兄負担の格

差解消、教育の機会均等の見地からも、

なお一層努力きれるよう要請した。

-産業経済委員会

付託された議案4件、請願1件につい

審議の過程で問題となった点は、①大

野市、上庄両農業協同組合の合併促進に

ついては、本会議の代表質問ならぴに一

般質問においても市長の姿勢を問われた

が、本委員会においても最も論議が集中

した。まず第1に合併促進の費用を予算

化し、合併に対する市の態度を具体的に

明確に示し、間農協のト ップ会談の場を

設定すべきである。このことによって組

合員の合併に対する認識も深まり、その

機運も飛躍的に増進きれるので、座して

機の熱するのを待つのではなく積極的に

市自身の手で機運を盛り上げてゆくべき

であると意見が一致、強〈理事者に要望

した。②工場誘致については、土地の確

保、労働力、あるいは環境整備、地元産

業との関係など幾多の多様な陶題がある

ことは今きら論を待たないところであり

企業の資産、資本カを始め、業務、経営

方針必よびその内容、過去の実績等詳細

かつ綿密、に調査研究することはもとより

今日の激しい経済情勢の変化に即する適

確な情報収集は何よりも肝要であると思

料きれる。従ってこれらに要する経費に

ついては十二分に予算化し、万全を期し

て対処きれるよう強〈要望した。

市民から提出された請願・陳情
採択されたもの

番号 件 名 提 出 者

団る体助営成圃に場つ整い備て事業に対す 大準委イ野員委長市員塚会原大、土夜地原改良区設立請願 3
登外25名

請願 4 市立保育所の早期建設につ 右近次郎
いて 佐々木久子外17名

請願 8 市道の舗装について 阪谷地区小区長豆会長弥作外3名

陳情 l 私立増幼額稚園に対てする助成費
の につい

大z野長市私立川幼崎雅功閏一P外TA1連名合会

継続審査となったもの

番号 イ牛 名 提 出 者

議願 l 市道認定について 森本区長
岸本 守外21名

請願 2 市道編入について 大門区長中村年松外5名

請願 5 市道編入について 松丸区長
斉戸義男外3名

請願 6 市道淑11溝の改修について 泉町1区草
出繁三郎外2名

請願 7 市道測溝の改修について
千歳区長

岸名一栄外15名

請願 9 市道の拡幅改良について 七板区長
沢田佐次郎外2名

陳情 2 市道認定について 森山区長
斉藤忠男外25名


